
  新しい10年のまちづくりに向け、吉川市では現在 

「第６次 吉川市総合振興計画」を策定しています。 

                               皆さまのご意見をお聞かせください。 

第６次総合振興計画 基本構想（原案） 
パブリック・コメント実施のお知らせ 

 

 
 

 

「総合振興計画」とは 

 総合振興計画は、市が目指すべき将来都市像や、まちづくりの目標などを定め、それらを実現するための

様々な分野における取り組みの方向性について体系的に定める計画です。市には他にも、様々な個別計画

や基本方針などがありますが、総合振興計画は、これらを統括する最上位の計画です。 

 市では現在、令和 4 年度から令和 13 年度を計画期間とする第６次総合振興計画を策定しています。
 

 

計画の構成と期間 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

皆さまのご意見をお聞きするため、パブリック・コメントを実施します。 

原案の閲覧場所：政策室窓口、市役所１階市政情報コーナー、おあしす、 

各市民サービスセンター、中央公民館、総合体育館、市ホームページ掲載 

募集期間：令和３年６月７日㈪～７月７日㈬ 

対象：市内在住・在勤・在学の方 

意見の提出方法：各閲覧場所に設置の用紙または任意の用紙に、意見、住所、氏名を記入し、備え付け

の意見提出箱へ投函するか、郵送、ファクス、Ｅメールまたは直接、吉川市政策室へ。 

提出先・問合せ  吉川市政策室 〒342-8501 吉川市きよみ野一丁目１番地 

         直通電話：048-982-9445、ファクス番号：048-981-5392 

         Ｅメール：seisaku2@city.yoshikawa.saitama.jp ※件名は「パブリック・コメント」 

市ホームページで 
基本構想（原案）公開中 

©yoshikawa 

基本構想 

基本計画 

実施計画 

市のめざすべき将来都市像や土地利用構想、まちづくり

の基本理念、まちづくりの目標、将来人口を示します。 

基本計画に基づき、施策の実現のための具体的な取り組み（事務事

業）とその目標を示します。 

基本構想が示す将来都市像を実現するための施策の枠組みと、個々

の施策の達成目標を示します。 

市では現在、計画の基本構想を策定しているところです。 

このパンフレットで、策定中の基本構想（原案）の内容をお伝えします。 



基本構想（原案） 

まちづくりの目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりの目標は、将来都市像の実現に向けて

まちづくりを進めるための、分野別の目標です。 

１ 人を育むまちづくり（こども・学び部門） 

私たちは、「子どもから大人まで、いつまでも成長できるまち」をめざします。 
 未来を担うすべての子どもや若者が、豊かな心や未来を切り拓く力を身に付け、健やかに成長できるまちづくりをめざします。 

 家庭・地域・学校・行政が一体となって、多様化する子育てニーズに応える切れ目のない支援や子どもを育む環境づくりを進め、笑

顔で子育てできるまちづくりをめざします。 

 豊かに学び続けることができる環境の充実や、文化芸術活動を通じた様々な分野との連携により、生涯にわたり成長できるまちづく

りをめざします。 

２ 支え合う健やかなまちづくり（健康・福祉部門） 

私たちは、「共に支え合い、健やかに暮らせるまち」をめざします。 
 ライフステージや障がいの有無などに関わらず、住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるよう、地域で支え合う共生のまちづくり

をめざします。 

 地域の様々な役割を担う関係者と行政との密接な連携や、保健・医療・福祉の充実により、世帯が抱える様々な課題に包括的

な対応ができるまちづくりをめざします。 

 スポーツに親しむ機会や、心と身体の健康づくりなどを通じて、人と人がつながり、心豊かで健やかに暮らせるまちづくりをめざします。 

３ 安心と賑わいのまちづくり（生活・産業部門） 

私たちは、「安全で安心な、活気と魅力あふれるまち」をめざします。 
 「自助・共助・公助」の力が最大限に発揮され、災害などに強く柔軟な対応力を備えたまちづくりをめざします。 

 市民・地域・行政・関係機関との連携によって、暮らしの安全を高め、事故や犯罪などのない安心して暮らせるまちづくりをめざしま

す。 

 自分らしく安心して働ける環境づくりと、地域特性を活かした産業振興により、地域の元気を創出し、活気と魅力あふれるまちづくり

をめざします。 

４ 快適で持続可能なまちづくり（都市・環境部門） 

私たちは、「自然と共生する、快適で住みよいまち」をめざします。 
 市民や団体、企業などがあらゆる活動の中で、環境に配慮した取り組みを行うとともに、豊かな水と緑に恵まれた自然環境を保全

し、自然と共生した持続可能なまちづくりをめざします。 

 計画的な土地利用と強靭な都市基盤の整備を進め、快適で安心して暮らし続けられるまちづくりをめざします。 

 多様化する移動のニーズを捉えながら、道路環境や交通ネットワークの充実を図り、安全で利便性の高いまちづくりをめざします。 

５ パートナーシップによるまちづくり（パートナーシップ部門） 

私たちは、「多様性を認め合い、パートナーシップで共に創るまち」をめざします。 
 性別、年齢、国籍、価値観などに関わらず、誰もが互いに多様性を認め、支え合い、尊重されるまちづくりをめざします。 

 市民、地域コミュニティ、ＮＰＯ、企業や行政など、吉川市に関わる様々な人々が、対話と協力の中で共に創り上げる、パートナ

ーシップによる開かれたまちづくりをめざします。 

 市民などとの協働のもとに、多様化・複雑化する市民ニーズや、社会経済情勢の変化を捉えながら、効果的かつ効率的な行政運

営によるまちづくりをめざします。 

基本構想（原案） 

将来人口：77,000 人 

日本の総人口が減少傾向にある中、吉川市に

おいては人口増加を続けていますが、いずれは減少

に転じることが見込まれます。 

本計画の推進により各施策を効果的に展開し、

人口増加のピークの先延ばしや、その後の減少の緩

和を図り、計画期間が満了となる令和13年の目標

として将来人口を77,000人と設定します。 
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【参考】 

出生率が令和 22 年に 

2.07 まで上昇した場合 

過去 10 年平均の 

出生率 1.39 を継続 

※ 出生率の上昇だけではなく、転入増や転出減、健康寿命の延伸などにより 

  将来人口をめざします。 


